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人　　口　10．262人　（＋21）

男　　　　4，897　　（T14）
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自転車は、あの角、この角、手前でストップ

年
頭
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
長

護
し
ん
で
新
春
の
お
祝
詞
を
申
し
上

げ
ま
す
．
昨
年
は
イ
ン
フ
レ
不
況
と
言
う
異
常

事
態
の
中
で
、
老
人
憩
の
家
、
島
津
公

柴

　

田

　

貫

　

蔵

民
館
の
落
成
を
は
じ
め
、
広
渡
、
若
松

公
民
館
の
着
工
、
ま
た
、
道
路
の
舗
義

整
備
に
つ
い
て
は
、
山
手
源
を
は
じ

め
、
各
地
区
内
の
生
活
道
路
を
主
体
に

進
捗
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
多
年
の
態
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
遠
賀
川
河
口
堰
建
設
問
題
も
軌
道

に
乗
り
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
、
乳

幼
児
医
疫
の
無
料
化
な
ど
、
町
民
各
位

の
こ
協
力
に
よ
り
ま
し
て
町
勢
の
進
展

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
に
引
続
き
わ
が
国
の

経
済
事
情
は
厳
し
い
環
続
下
に
あ
り
ま

す
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
を
休
し
、
遠

賀
町
と
い
う
土
壌
の
上
に
花
を
咲
か

せ
、
実
を
結
ば
せ
る
と
言
う
信
念
で
き

め
細
か
い
施
策
を
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
困
難
は
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵

と
行
動
を
結
集
し
て
「
安
ら
ぎ
と
堂
さ

」
を
求
め
る
政
治
に
取
組
み
、
一
方
、

町
民
全
体
で
遂
行
し
て
行
く
こ
と
を
基

本
に
、
新
な
決
悪
と
姿
勢
を
も
っ
て
、

よ
り
よ
い
遠
賀
町
建
設
に
邁
進
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

先
づ
、
基
盤
整
備
と
し
て
は
、
西

川
、
声
助
川
、
吉
原
川
の
渡
溌
計
画
を

具
現
化
す
る
と
共
に
各
地
区
内
の
生
活

通
路
の
舗
装
整
陥
、
用
排
水
路
、
た
め

池
の
改
修
計
画
を
促
進
す
る
と
共
に
、

都
市
開
発
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
計

画
の
中
で
規
範
保
全
対
策
と
併
せ
、
住

み
よ
い
町
づ
く
り
の
韮
餓
育
成
を
念
鰍

た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
の
域
と
し
て
懸
築

碧
項
で
あ
り
ま
し
た
中
央
公
民
館
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
に
隣
接
し
今
年

早
々
着
工
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
施
設

完
成
の
暁
に
は
、
教
許
文
化
の
セ
／
ク

ー
と
し
て
、
話
題
的
に
利
用
を
期
待
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
問
題
と
し
て
は
、
児
誰
、

生
徒
の
増
加
に
伴
な
い
思
円
小
学
校
を

分
離
し
、
広
渡
地
区
に
小
学
校
を
新
設

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
滴
長
　
高
　
崎
　
塵
　
徳

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
⊂
ざ
∴
∴
餌
や
か
し
い
昭
和
五
十
年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
様
の
ご
健
康
と
限
り
な
い

と
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。
近
年
の
我
が
国
の
経
済
は
、
史
上
例

を
み
な
い
急
滋
は
拡
大
と
成
長
の
過
程

を
た
ど
り
経
済
規
模
に
関
し
て
は
世
界

の
最
高
水
準
に
達
し
ま
し
た
が
、
ふ
り

か
え
り
ま
す
と
、
昨
年
は
我
国
経
済
が

か
っ
て
な
い
激
変
に
見
舞
わ
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
年
初
め
か
ら
の
引
つ

づ
く
異
常
な
物
価
高
の
悪
影
端
は
国
民

生
活
の
混
乱
、
打
撃
を
来
し
、
今
尚
つ

づ
い
て
い
ろ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
異
常
な
事
態
を
い
か
に
切
り

抜
け
、
住
民
福
祉
の
充
実
を
確
保
す
る

か
は
、
新
し
い
年
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
政
府
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
、
不
急
軍

楽
の
く
り
延
べ
、
節
約
の
徹
底
等
各
般

に
亘
り
、
引
き
し
め
を
強
調
し
、
財
政

運
営
の
基
調
転
換
を
は
か
ろ
う
と
し
で

お
り
ま
す
。
私
ど
も
町
政
に
参
画
す
る

者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
の
行
財
政

全
般
些
旦
り
、
町
民
生
活
の
安
定
、
住

民
福
祉
に
つ
な
が
る
緊
要
率
薬
は
、
あ

く
ま
で
も
そ
の
確
保
を
は
か
ろ
こ
と
が

私
共
に
謀
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま

す
、
住
み
よ
い
幸
せ
な
、
挫
か
な
町
づ

く
り
に
、
年
頭
に
曝
し
一
層
邁
進
せ
ね

ば
と
、
心
を
新
た
に
し
て
い
ろ
次
第
で

あ
り
ま
す
。
遠
賀
町
も
町
制
十
一
昨
日

を
迎
え
、
漸
く
発
展
の
兆
が
見
え
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
が
巌
も
蒐
大
な

町
発
展
へ
の
韮
盤
作
製
の
秋
で
一
の
ろ
う

と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
は
、
本

町
の
発
展
の
た
め
に
、
従
来
よ
り
地
し

て
、
ご
指
導
ご
頼
摸
索
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
し
て
新

年
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
広
域
行
政
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
郡
内
4
ケ
町
に
あ
る
各
施
設
の
一

部
事
務
組
合
の
統
合
を
考
－
一
へ
日
下
湘

査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
、
遮
賀
郡

は
一
体
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
の
邦
鎧

育
成
を
は
か
る
必
要
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
ご
参
考
ま
で
に
、
こ
こ
数
隼

田
の
予
塊
執
行
状
況
を
加
地
の
と
お
り

こ
報
告
申
し
上
げ
ま
し
て
、
今
後
一
周

の
こ
鯖
導
と
こ
協
力
を
お
離
い
申
し
ま

し
て
新
年
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

寄
付
お
礼

次
の
ガ
か
ら
げ
社
会
福
祉
雄
泌
会
に

ご
蒋
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
香
典
返
し

技
　
安
瀬
コ
オ
蝦

（
別
　
府
ノ
安
嫌
松
雑
駁

敬
　
白
石
英
御
子
殿

へ
別
　
府
）
白
石
麻
難
殿

故
　
添
田
マ
サ
殿

（
戟
　
木
）
添
田
文
枝
腹

鼓
∴
渡
辺
ノ
ウ
殿

（
全
盲
賀
）
渡
辺
　
明
殿

故
　
栗
原
四
郎
殿

（
別
　
府
）
泉
原
霞
一
二
殿

故
∴
失
政
俊
難
敵

（
島
　
津
）
矢
野
俊
胤
殿

故
　
松
尾
チ
ヨ
子
殿

（
鬼
　
洋
）
松
尾
良
博
殿

故
　
石
松
シ
ヅ
ヱ
寂

（
超
費
用
）
石
松
　
操
殿

二
、
一
飯
梼
付

迷
封
町
建
設
襲
組
合
　
撤

芦
屋
墓
地
幹
部
会
　
　
放
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過去5ヶ年問の一般会計決算概要
※昭和49年度については決算見込鮒とする。単位百万円

規則正しい生活と親子の対話で非行防止
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
第
四
期
分

納
　
期
　
限
　
一
月
三
十
一
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

国
土
利
用
計
画
法
施
行
に

つ
い
て

i
y
i
ヽ
夕
も
、
夕
i
ヽ
’
‘
N
i
y
ゝ
j
r
も
方
（
　
／
／
ゝ
∴
r
b
′
、
ヽ
ヘ
ア
ヽ
、
プ
i
可

地
価
の
値
上
り
を
防
止
し
、
国
土
の

計
画
的
利
用
を
図
る
た
め
、
先
の
国
会

で
成
立
し
た
国
土
利
用
計
画
法
は
昭
和

四
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
施
行
と
同
時
に
一
定
面
積
以

上
の
土
地
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
、
借

地
権
や
地
上
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
知
事
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に

取
得
し
た
土
地
を
現
在
特
に
使
っ
て
い

な
い
場
合
に
は
、
遊
休
土
地
と
認
定
さ

れ
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
措

歴
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
　
土
地
頂
引
の
届
出
制

次
の
用
の
㈲
の
区
域
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
ろ
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
等

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
売
渡
人
及

び
買
受
入
は
売
買
等
の
契
約
（
予
約
を

含
む
）
を
行
な
う
前
に
予
定
価
格
、
賀

宴
後
の
利
用
目
的
等
を
町
長
を
経
由
し

て
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
届
出
た
日
か
ら
六
週
間
を

経
過
す
る
ま
で
は
売
買
等
の
契
約
を
鰭

ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

用
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域

二
千
平
方
米

の
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

（
遠
賀
町
の
場
合
）
五
千
平
方
米

㈲
右
以
外
の
区
域
一
万
平
方
米

多
数
の
土
地
所
有
者
か
ら
用
地
を
買

収
す
る
場
合
又
は
宅
地
多
分
頚
す
る
場

合
は
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
こ
の
面
積

基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
届
出
を
受
け

た
知
事
は
、
土
地
の
価
格
が
周
辺
の
価

格
よ
り
高
す
ぎ
る
と
き
、
土
地
利
用
の

計
画
に
照
ら
し
望
ま
し
く
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
土
地
利
用
審
査
会
の

意
見
を
聴
い
て
土
地
取
引
の
中
止
、
価

格
の
引
下
げ
等
の
勧
告
を
し
ま
す
。
こ

の
勧
告
を
聞
き
い
れ
な
い
と
き
は
、
知

事
は
勧
告
の
内
容
を
公
表
し
、
住
民
に

批
判
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
に
は
、
届
出
を
守
っ

て
も
ら
う
た
め
に
罰
則
の
定
め
が
あ
り

ます。▽
遊
休
土
地
の
利
用
促
進

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
取

得
し
、
現
在
詩
に
使
わ
れ
て
い
な
い
土

地
で
、
周
辺
の
状
況
等
か
ら
有
効
、
適

切
な
利
用
を
図
る
必
要
が
一
の
ろ
土
地

は
、
知
謡
は
自
ら
又
は
町
長
の
申
出
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
遊
休
土
地
で
あ
る
と

認
定
し
、
土
地
所
有
者
等
に
通
知
し
ま

す
。
通
知
を
受
け
た
所
有
者
等
は
、
そ

の
土
地
の
利
用
計
画
等
を
六
週
間
以
内

に
町
長
を
経
由
し
て
知
革
に
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
遊
休
土
地

の
認
定
は
、
前
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
応
じ
、
二
千
平
方
米
、
五
千
平
方
米

又
は
一
万
平
方
米
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
規
制
区
域
に
つ
い
て

こ
の
法
律
で
は
、
地
価
の
値
上
り
が

特
に
著
し
い
と
こ
ろ
を
知
率
は
規
制
区

域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ろ
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域
が
詣

定
さ
れ
る
と
、
区
域
内
の
土
地
売
買
等

は
す
べ
て
知
頚
の
許
可
を
受
け
け
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
規
制

区
域
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
許
可

手
続
等
を
、
ま
た
、
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
▽
土
地
利
用
基
本
計
画

国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
が
国
民

全
体
の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
公
共

優
先
の
考
え
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま

す
‥
県
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
拳
つ

き
、
県
土
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
利
用

を
図
る
た
め
近
々
に
土
地
利
用
塞
本
計

画
を
定
め
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
土
地

利
用
塞
本
計
画
は
、
「
自
然
と
調
和
し

た
快
適
な
預
灘
の
創
造
」
と
い
う
県
政

の
日
額
に
沿
っ
て
策
定
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
役
場
企
画
課
企
画
係
又
は
県

庁
土
地
対
策
課
（
範
話
〇
九
ニ
ー
七
一

二
－
八
六
五
九
）
に
お
問
合
せ
下
さ
い

・

＝

夕

．

、

蜜

く

h

q

d

第
3
回
町
民
走
ろ
う
大
会

の
成
績

’
＼
，
r
－
ク
ヽ
」
で
－
，
ゝ
↓
夕
子
∵
メ
T
 
i
A
‘
ヽ
」
．
t
i
L
、
ノ
一
し
2
－

1
2
月
1
5
日
（
日
）
午
前
m
時
か
ら
第

3
回
走
ろ
う
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
年
少
者
は
小
学
一
年
か
ら
最
高

合
着
は
7
3
才
の
用
沢
義
光
さ
ん
（
尾

崎
）
、
女
性
は
6
6
才
の
中
村
は
る
さ
ん

（
今
古
賀
）
を
含
ん
で
当
日
は
百
八
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
成
紋
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
男
子
〕
◎
小
学
生
C
（
2
K
）
①
中

村
旧
一
（
今
古
賀
）
8
分
5
7
秒
③
中
島

哲
也
（
虫
生
洋
）
8
分
5
9
秒
⑧
柴
田
学

（
遠
賀
川
）
　
9
分
1
8
秒
◎
小
学
生
B

（
2
K
）
①
森
田
太
（
速
賀
川
）
8
分

1
9
秒
⑪
柴
田
排
司
（
今
古
賀
）
8
分
2
2

秒
⑧
植
木
史
朗
（
遠
賀
川
）
8
分
2
8
秒

◎
小
学
生
A
（
2
K
）
①
原
田
誠
（
老

良
）
7
分
2
5
秒
⑪
白
石
和
昭
（
浅
木
）

7
分
3
8
秒
④
松
岡
正
美
（
新
町
）
1
分

3
8
秒
◎
中
学
生
（
5
K
）
①
原
田
清
生

（
老
良
）
1
6
分
4
5
秒
②
白
石
博
昭
（
浅

木
）
1
8
分
1
9
秒
⑪
三
浦
秀
樹
（
浅
木
）

1
8
分
3
9
秒
◎
督
隼
（
5
K
）
⑧
小
用
浩

（
旧
停
）
1
6
分
5
1
秒
⑧
商
杢
臓
幸
（
別

府
）
1
9
分
2
1
秒
⑨
松
井
登
（
尾
騎
）
職

分
5
4
秒
◎
壮
年
C
（
2
K
）
①
毛
利
頚

夫
（
浅
木
）
7
分
0
0
秒
②
中
村
信
明
（

今
古
賀
）
7
分
1
6
秒
③
岡
本
活
平
（
今

古
賀
）
7
分
5
0
秒
◎
壮
年
B
（
2
K
）

③
楽
虎
男
（
鬼
津
）
7
分
4
4
秒
⑧
禿
山

宮
廷
（
東
町
）
7
分
4
7
秒
⑧
町
頭
司
（

尾
崎
）
7
分
5
3
秒
◎
壮
年
A
（
2
K
）

①
松
尾
敬
舷
（
鬼
津
）
8
分
3
4
秒
②
吉

野
実
（
虫
生
津
）
1
0
分
1
6
秒
◎
老
年
（

2
K
）
⑤
井
口
末
広
（
鬼
津
）
1
0
分
5
2

秒
②
用
沢
義
光
（
尾
崎
）
1
2
分
5
0
秒

〔
女
子
〕
◎
小
学
生
C
（
2
K
）
①
町

頭
ひ
と
み
（
尾
崎
）
9
分
約
秒
②
番
田

久
美
子
（
遠
賀
川
）
n
分
0
4
秒
⑧
柴
田

や
よ
い
（
今
古
賀
）
u
分
3
1
秒
◎
小
学

生
B
（
2
K
）
①
太
田
亜
諦
（
鬼
泄
）

9
分
1
4
秒
⑤
河
原
美
香
（
別
府
）
9
分

5
5
秒
④
二
村
明
美
（
鬼
沌
）
1
0
分
舵
秒

◎
小
学
生
A
（
2
K
）
①
川
原
的
千
秋

（
浅
木
）
8
分
5
4
秒
②
平
田
悦
子
へ
今

古
賀
）
8
分
5
9
秒
③
山
之
内
斑
美
（
新

町
）
9
分
0
7
秒
◎
中
学
生
（
2
K
）
①

石
里
忠
子
（
新
町
）
8
分
舵
秒
③
柴
田

七
重
（
松
の
本
）
⑧
柴
田
寿
美
枝
（
松

の
本
）
◎
昔
年
（
2
K
）
梅
田
典
子
（

遠
賀
川
）
8
分
粥
秒
②
石
田
妙
子
（
出

生
津
）
9
分
約
秒
⑤
和
田
和
子
（
馬
門

佼
）
的
分
3
4
秒
◎
壮
年
C
（
2
K
）
①

別
田
み
よ
子
（
広
漠
）
1
0
分
1
7
秒
②
本

田
エ
ミ
子
（
浅
水
）
1
0
分
柳
秒
③
稲
葉

ふ
み
よ
（
上
別
府
）
1
0
分
0
0
秒
◎
壮
年

B
（
2
K
）
①
折
幡
久
美
子
（
旧
件
）

1
0
分
2
0
秒
②
井
口
妙
手
（
鬼
薄
）
③
1
0

分
約
秒
⑤
山
下
信
子
（
別
府
）
1
2
分
4
4

秒
◎
老
年
（
2
K
）
①
中
村
は
ろ
（
今

古
賀
）
1
5
分
5
2
秒


